
システム関連ポリシーの設定

この章の内容は、次のとおりです。

• シャーシディスカバリポリシーの設定, 1 ページ

• シャーシ接続ポリシーの設定, 6 ページ

• ラックサーバディスカバリポリシーの設定, 7 ページ

• MACアドレステーブルのエージングタイムの設定, 8 ページ

シャーシディスカバリポリシーの設定

シャーシディスカバリポリシー

シャーシディスカバリポリシーでは、新しいシャーシを追加した際のシステムによる対応方法が

規定されます。 Cisco UCS Managerは、シャーシディスカバリポリシー内の設定を使用して、
シャーシとファブリックインターコネクトの間のリンク数の最小しきい値と、IOMからファブ
リックポートチャネルのファブリックインターコネクトへのリンクをグループ化するかどうか

を決定します。

シャーシリンク

リンク数 1、2、4、および 8のリンクで配線されたシャーシのCiscoUCSドメインがある場合は、
CiscoUCSManagerが、すべてのシャーシを検出できるように、ドメインの最小リンク数にシャー
シディスカバリポリシーを設定することを推奨します。

リンク数が異なる IOMが混在する Cisco UCS実装については、プラットフォーム最大値を使
用することを推奨します。プラットフォーム最大値を使用すると、Cisco UCS Managerは、使
用可能な IOMアップリンクの最大数を使用することが保証されます。

ヒント
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初回の検出後、設定よりも配線されるリンク数が多いシャーシを再認識させると、すべての使用

可能なリンクをシャーシが使用するように Cisco UCS Managerによって設定されます。

Cisco UCS Managerは、シャーシディスカバリポリシーで設定されたリンク数よりも、配線され
るリンク数が少ないシャーシを検出できません。たとえば、シャーシディスカバリポリシーが

リンク数4で設定されている場合、CiscoUCSManagerは配線されるリンク数が1または2のシャー
シを検出できません。シャーシを再認識させても、この問題は解決されません。

次の表は、複数のシャーシで構成されたCisco UCSドメインにおけるシャーシディスカバリポリ
シーの動作の概要を示しています。

表 1：シャーシディスカバリポリシーとシャーシのリンク

プラットフォー

ム最大値ディス

カバリポリシー

シャーシディス

カバリポリシー

のリンク数が 8

シャーシ

ディスカバリ

ポリシーのリ

ンク数が 4

シャーシ

ディスカバリ

ポリシーのリ

ンク数が 2

シャーシ

ディスカバリ

ポリシーのリ

ンク数が 1

シャーシで配

線されるリン

ク数

シャーシは Cisco
UCS Managerで
検出され、Cisco
UCSドメインに
リンク数 1で配
線されるシャー

シとして追加さ

れます。

シャーシは Cisco
UCS Managerで
検出できず、

CiscoUCSドメイ
ンに追加されま

せん。

シャーシは
Cisco UCS
Managerで検
出できず、

Cisco UCSド
メインに追加

されません。

シャーシは
Cisco UCS
Managerで検
出できず、

Cisco UCSド
メインに追加

されません。

シャーシは
Cisco UCS
Managerで検
出され、

Cisco UCSド
メインにリン

ク数 1で配線
されるシャー

シとして追加

されます。

IOMとファ
ブリックイ

ンターコネク

ト間で 1つの
リンクが存在
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プラットフォー

ム最大値ディス

カバリポリシー

シャーシディス

カバリポリシー

のリンク数が 8

シャーシ

ディスカバリ

ポリシーのリ

ンク数が 4

シャーシ

ディスカバリ

ポリシーのリ

ンク数が 2

シャーシ

ディスカバリ

ポリシーのリ

ンク数が 1

シャーシで配

線されるリン

ク数

シャーシは Cisco
UCS Managerで
検出できず、

CiscoUCSドメイ
ンに追加されま

せん。

シャーシは Cisco
UCS Managerで
検出できず、

CiscoUCSドメイ
ンに追加されま

せん。

シャーシは
Cisco UCS
Managerで検
出できず、

Cisco UCSド
メインに追加

されません。

シャーシは
Cisco UCS
Managerで検
出され、

Cisco UCSド
メインにリン

ク数 2で配線
されるシャー

シとして追加

されます。

シャーシは
Cisco UCS
Managerで検
出され、

Cisco UCSド
メインにリン

ク数 1で配線
されるシャー

シとして追加

されます。

初回の検出の

後にシャーシ

を再認識させ

ると、Cisco
UCS Manager
で再認識さ

れ、追加のリ

ンクが使用さ

れます。

IOMとファ
ブリックイ

ンターコネク

ト間で 2つの
リンクが存在

IOMのリンク数
が 4の場合、
シャーシは Cisco
UCS Managerで
検出され、Cisco
UCSドメインに
リンク数 4で配
線されるシャー

シとして追加さ

れます。

IOMのリンク数
が 8の場合、
シャーシは Cisco
UCS Managerで
完全には検出さ

れません。

シャーシは Cisco
UCS Managerで
検出できず、

CiscoUCSドメイ
ンに追加されま

せん。

シャーシは
Cisco UCS
Managerで検
出され、

Cisco UCSド
メインにリン

ク数 4で配線
されるシャー

シとして追加

されます。

シャーシは
Cisco UCS
Managerで検
出され、

Cisco UCSド
メインにリン

ク数 2で配線
されるシャー

シとして追加

されます。

初回の検出の

後にシャーシ

を再認識させ

ると、Cisco
UCS Manager
で再認識さ

れ、追加のリ

ンクが使用さ

れます。

シャーシは
Cisco UCS
Managerで検
出され、

Cisco UCSド
メインにリン

ク数 1で配線
されるシャー

シとして追加

されます。

初回の検出の

後にシャーシ

を再認識させ

ると、Cisco
UCS Manager
で再認識さ

れ、追加のリ

ンクが使用さ

れます。

IOMとファ
ブリックイ

ンターコネク

ト間で 4つの
リンクが存在
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プラットフォー

ム最大値ディス

カバリポリシー

シャーシディス

カバリポリシー

のリンク数が 8

シャーシ

ディスカバリ

ポリシーのリ

ンク数が 4

シャーシ

ディスカバリ

ポリシーのリ

ンク数が 2

シャーシ

ディスカバリ

ポリシーのリ

ンク数が 1

シャーシで配

線されるリン

ク数

シャーシは Cisco
UCS Managerで
検出され、Cisco
UCSドメインに
リンク数 8で配
線されるシャー

シとして追加さ

れます。

シャーシは Cisco
UCS Managerで
検出され、Cisco
UCSドメインに
リンク数 8で配
線されるシャー

シとして追加さ

れます。

シャーシは
Cisco UCS
Managerで検
出され、

Cisco UCSド
メインにリン

ク数 4で配線
されるシャー

シとして追加

されます。

初回の検出の

後にシャーシ

を再認識させ

ると、Cisco
UCS Manager
で再認識さ

れ、追加のリ

ンクが使用さ

れます。

シャーシは
Cisco UCS
Managerで検
出され、

Cisco UCSド
メインにリン

ク数 2で配線
されるシャー

シとして追加

されます。

初回の検出の

後にシャーシ

を再認識させ

ると、Cisco
UCS Manager
で再認識さ

れ、追加のリ

ンクが使用さ

れます。

シャーシは
Cisco UCS
Managerで検
出され、

Cisco UCSド
メインにリン

ク数 1で配線
されるシャー

シとして追加

されます。

初回の検出の

後にシャーシ

を再認識させ

ると、Cisco
UCS Manager
で再認識さ

れ、追加のリ

ンクが使用さ

れます。

IOMとファ
ブリックイ

ンターコネク

ト間で 8つの
リンクが存在

リンクのグループ化

ファブリックポートチャネルをサポートするハードウェア構成については、IOMからファブリッ
クインターコネクトへのすべてのリンクをシャーシディスカバリの実行中にファブリックポー

トチャネルにグループ化するかどうかは、リンクのグループ化によって決まります。リンクのグ

ループ化の設定が port channelに設定されている場合、IOMからファブリックインターコネクト
へのすべてのリンクはファブリックポートのチャネルにグループ化されます。グループなしに設

定すると、IOMからファブリックインターコネクトへのリンクはファブリックポートチャネル
にグループ化されません。

ファブリックポートチャネルが作成されると、リンクグループの設定を変更してシャーシを再

認識させ、ポートチャネルからシャーシをイネーブルまたはディセーブルにすることによって、

リンクを追加または削除できます。

リンクグループのプリファレンスは、IOMまたは FEXとファブリックインターコネクトの間
のリンクの両方の側がファブリックポートチャネルをサポートする場合にのみ影響を及ぼし

ます。リンクの一方の側がファブリックポートチャネルをサポートしていない場合、このプ

リファレンスは無視され、リンクはポートチャネルにグループ化されません。

（注）
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シャーシディスカバリポリシーの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Global Policies]サブタブをクリックします。

ステップ 5 [Chassis Discovery Policy]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

シャーシとファブリックインターコネクトの間のリンクの最小

しきい値を指定します。次のいずれかになります。

• 1-link

• 2-link

• 4-link

• 8-link

•プラットフォームの最大値

[Action]フィールド

IOMからファブリックインターコネクトへのリンクがポート
チャネルにグループ化されるかどうかを指定します。次のいず

れかになります。

• [None]：ポートチャネルにリンクはグループ化されませ
ん。

• [Port Channel]：IOMからファブリックインターコネクト
へのすべてのリンクがポートチャネルにグループ化されま

す。

リンクグループのプリファレンスは、IOMまたは
FEXとファブリックインターコネクトの間のリンク
の両方の側がファブリックポートチャネルをサポー

トする場合にのみ影響を及ぼします。リンクの一方

の側がファブリックポートチャネルをサポートして

いない場合、このプリファレンスは無視され、リンク

はポートチャネルにグループ化されません。

（注）

[Link Grouping Preference]
フィールド

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。
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次の作業

特定のシャーシのファブリックポートのチャネル接続をカスタマイズするには、シャーシの接続

ポリシーを設定します。

シャーシ接続ポリシーの設定

シャーシ接続ポリシー

シャーシ接続ポリシーは、シャーシの検出後に特定のシャーシをファブリックポートチャネルに

含めるかどうかを決定します。このポリシーは、グローバルシャーシディスカバリポリシーで

指定されたものと異なるように 1つ以上のシャーシを設定するユーザに役立ちます。シャーシ接
続ポリシーは、ファブリックインターコネクトごとに異なる接続モードにも対応し、シャーシ接

続に関して提供される制御レベルをそれ以上に拡張できます。

デフォルトでは、シャーシ接続ポリシーは、globalに設定されます。これは、シャーシが新たに
検出されたときに、接続制御がシャーシディスカバリポリシーで設定されている設定値を使用し

て設定されることを意味します。シャーシが検出されると、シャーシ接続ポリシーは、接続制御

が noneまたは port channelのいずれに設定されるかを制御します。

シャーシ接続ポリシーは、ハードウェア構成がファブリックポートチャネルをサポートする

場合にだけCiscoUCSManagerによって作成されます。現時点では、6200シリーズファブリッ
クインターコネクトおよび 2200シリーズ IOMのみがこの機能をサポートしています。他の
すべてのハードウェアの組み合わせでは、Cisco UCS Managerはシャーシ接続ポリシーを作成
しません。

（注）

シャーシ接続ポリシーの設定

シャーシの接続モードを変更すると、VIFのネームスペースが減少する可能性があります。

シャーシに対する接続モードを変更すると、シャーシの再認識が行われます。その期間は、

トラフィックが中断されることがあります。

注意
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis]を展開します。

ステップ 3 IOMとファブリックインターコネクト間の接続を設定するシャーシをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[Connectivity Policy]タブをクリックします。

ステップ 5 シャーシの各 IOMについて、[Admin State]フィールドでシャーシとファブリック接続用の次のい
ずれかの値を選択します。

• [None]：ポートチャネルにリンクはグループ化されません。

• [Port Channel]：IOMからファブリックインターコネクトへのすべてのリンクがポートチャ
ネルにグループ化されます。

• [Global]：シャーシディスカバリポリシーからシャーシはこの設定を継承します。 768ビッ
トは、デフォルト値です。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

ラックサーバディスカバリポリシーの設定

ラックサーバディスカバリポリシー

ラックサーバディスカバリポリシーでは、新しいラックマウントサーバを追加した際のシステ

ムによる対応方法が規定されます。Cisco UCSManager Cisco UCSManagerは、ラックサーバディ
スカバリポリシーの設定を使用して、ハードディスクのすべてのデータがスクラビングされるか

どうか、およびサーバディスカバリをただちに実行するのか明示的なユーザの確認を待機する必

要があるのかを決定します。

Cisco UCS Manager Cisco UCS Managerは、ファブリックインターコネクトに正しくケーブル接続
されず、接続されていないラックマウントサーバを検出できません。サポートされている Cisco
UCSラックマウントサーバを Cisco UCS Managerに統合する方法については、そのサーバのハー
ドウェアインストレーションガイドを参照してください。
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ラックサーバディスカバリポリシーの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Global Policies]サブタブをクリックします。

ステップ 5 [Rack Server Discovery Policy]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

新しいラックサーバを追加すると、Cisco UCS Managerがどの
ように反応するか。次のいずれかになります。

• [Immediate]：Cisco UCS Managerは新しいサーバを自動的
に検出しようとします

• [User Acknowledged]：Cisco UCS Managerはユーザが新し
いサーバの検索を指示するまで待機します

[Action]フィールド

新しく検出されたサーバが、選択したサーバプールポリシー資

格内の基準と一致する場合に、そのサーバ上で実行するスクラ

ブポリシー。

[Scrub Policy]ドロップダウン
リスト

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

MAC アドレステーブルのエージングタイムの設定

MAC アドレステーブルのエージングタイム
ポート間でパケットを効率的に切り替えるために、ファブリックインターコネクトはMACアド
レステーブルを保持しています。ファブリックインターコネクトは、受信したパケットのMAC
ソースアドレスと、パケットが読み取られた関連ポートを使用して、MACアドレステーブルを
動的に構築します。ファブリックインターコネクトは、設定可能なエージングタイマーで定義

されたエージングメカニズムを使用して、エントリがMACアドレステーブル内にとどまる期間
を判断します。アドレスの非アクティブ状態が所定の秒数続くと、そのアドレスはMACアドレ
ステーブルから削除されます。
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MACアドレスエントリ（MACアドレスとその関連ポート）がMACアドレステーブルにとどま
る時間（エージ）はユーザが設定できます。

MAC アドレステーブルのエージングタイムの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Global Policies]サブタブをクリックします。

ステップ 5 [MAC Address Table Aging]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

使用されていないMACアドレスが、CiscoUCSによって削除さ
れるまで、MACアドレステーブル内に留まる時間の長さ。次
のいずれかになります。

• [Never]：MACアドレスは、使用されていない時間がどの
程度長くなっても、テーブルから削除されません。

• [Mode-Default]：システムのデフォルト値が使用されます。
ファブリックインターコネクトがエンドホストモードに

設定されている場合、デフォルトは14,500秒です。スイッ
チングモードに設定されている場合、デフォルトは300秒
です。

• [other]：CiscoUCSManagerGUIに、カスタム値を入力でき
る [dd:hh:mm:ss]フィールドが表示されます。

[Aging Time]フィールド

MACアドレスがCisco UCSによってMACアドレステーブルか
ら削除されるまでに、そのMACアドレスが使用されない状態
である必要のある時間の長さ。このフィールドは、エージング

タイムに [other]を選択した場合にだけ表示されます。

時間を days:hours:minutes:secondsの形式で入力します。

[dd:hh:mm:ss]フィールド

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。
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